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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 5/2（火）15時頃、板橋ｃｗがプログラム中に怪我をしてしまい入院する事になりました。そのため、勤務変更していますので各自確認し業務にあたって下さい。また、日勤スタッフも不足する事を頭に入れ、患者様・スタッフ自身も事故・怪我の無いようにしましょう。
· 5/8のヒアリングですが15時からでしたが14時からに変更になりました。

· 介護保険について家族に確認後、ＷＩＺみんなの共有→ｓｗ室→ｓｗ関係室→社会保障関連→管理表→介護保険に入れて下さい。

≪入れ方≫

有効期限が切れる月に入力します。その他全体の所にも同じく入れます。　　

· ご家族様が介護保険証を持って来られたら2部コピーをとり、1部は下平さんへ、もう1部はスタッフポケットの後ろへ入れてください。

　＜患者様連絡事項＞

長根　斑男様　～病棟内にて、ティッシュペーパーの様な紙を水にぬらして細かくちぎっては床に落とし、それをまた1つずつ拾う、といった常同行為みられています。行動の無目的性が目立ち、認知障害強まっている可能性あり、抗精神薬と睡眠薬が臨時処方となっております。

＜褥瘡ケア検討＞

・　橋本　万様　～褥瘡部治癒傾向にあります。現在ラップ療法行っていますが、ラップ部分に尿が溜まってしまう為、汚染時は再度処置をして清潔にしてください。

· 永洞　恭子様　～褥瘡部周囲の発赤は軽減されてきています。昨日、小坂Dr診察にて抗生

　　　　　　　　　　　剤入りの点滴を検討中であり、耐性菌の検査結果を見て5/6（土）来院時に

　　　　　　　　　　　決めるとの事です。　　両下肢の浮腫も著明にみられている為、下肢への負担

　　　　　　　　　　　を軽減する為にも日中の昼寝や下肢の挙上を促すようにしましょう。

· 吉田　福松様　～縟瘡からのＭＲＳＡ菌拡散防止の為にも、靴下を履いていただきましょう。

　　　本人が脱ごうとする場合もありますが、その都度介入し、履いていただきましょう。ＭＲＳＡは接触感染であるため、衣類に浸出液がついている場合はディスポ手袋を着用して扱い、70℃以上の温水を用いるか塩素系殺菌消毒薬（次亜鉛素酸ナトリウム）に一時時間浸漬後すすぎをし、メモ書きをしてから業者洗濯に出して下さい。

＜Ｍ－ＳＥＬＬ分析＞

· 板橋　広大ＣＷ～発生日時：平成18年5月2日（火）15時10分

何が起こったのか：プログラム中風船バレーの風船が採光部に落ちたのを取ろうとして

　　　　　　　　　柵を乗り越え、ガラス部分に着地し１Ｆへ転落する。
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